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１．はじめに
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はじめに

◼ 水浴に供される公共用水域の水質等の調査については、昭和48年以来、毎年関係自治
体において実施した水質測定結果を環境省が取りまとめ、その結果を公表してきた。

◼ 水浴場水質判定基準は、水浴に供される公共用水域の水質が水浴に適しているかどうかを
判定するための基準であり、項目は「ふん便性大腸菌群数」、「油膜の有無」、「COD」およ
び「透明度」となっている。環境省としては、令和３年度の生活環境項目環境基準改正によ
り大腸菌群数を大腸菌数に変更したことを受け、従前の指標であるふん便性大腸菌群数を、
より正確にふん便汚染を示す指標である大腸菌数に改正する見直しについて検討を行った。
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２．これまでの経緯
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水浴場の水質判定基準の変遷

図１ 水浴場の水質判定基準の変遷

＜水浴場の衛生指標の変遷＞

現在に至る

⑥平成2年4月20日

「水浴に供される公共用水域の水質等の実態調査について」

（環水管第85号　環境庁水質保全局長）

[ふん便性

大腸菌群数]

　適　 水質AA    不検出（検出限界 2個/100mL）

 　　 　水質A　    100個/100mL以下

　 　 　水質B   1,000個/100mL以下

　不適   　　    1,000個/100mLを超えるもの

⑦平成9年3月28日

「水浴場の水質判定基準の改正」について

（環境省報道発表資料）

[ふん便性

大腸菌群数]

　適　 水質AA   不検出（検出限界 2個/100mL）

　　 　 水質A  　 100個/100mL以下

　可　 水質B   　400個/100mL以下

　     水質C　 1,000個/100mL以下

  不適   　　   1,000個/100mLを超えるもの

④昭和58年9月8日

「水浴に供される公共用水域の水質等の実態調査に

係る調査方法の改定について」

（環水管第132号　水質管理課長通知）

[ふん便性

大腸菌群数]

　目標値　      100個/100mL以下

　暫定目標　   400個/100mL以下

　許容限度　 1,000個/100mL

⑤昭和59年4月16日

「水浴に供される公共用水域の水質等の実態調査について」

（環境庁水質管理課長）

・判定条件の改定

[ふん便性

大腸菌群数]

　快適　   100個/100mL以下

　適　 　   100個/100mLを超えて

　　　　   1,000個/100mL以下

　不適   1,000個/100mLを超えるもの

①昭和31年7月4日

「夏季観光地等の清浄化に関する件について」

（厚生省公衆衛生局長通知）

[大腸菌群数]

　10,000MPN以下を標準とする。

　10,000～50,000MPNまでは止むを得ない

　50,000MPN以上は遊泳せざることを適当にすること

②昭和45年5月29日

「水質汚濁に係る環境基準の一部改正について」閣議決定

（大腸菌群数について基準を追加）

＜生活環境の保全に関する環境基準＞

　海域　A類型　利用目的に水浴を含む

　[大腸菌群数]

　 大腸菌群数　1,000MPN/100mL以下

③昭和45年6月8日

「海水浴場の水質環境基準について」

（厚生省環境衛生局環境衛生課長通知）

[大腸菌群数]

　快適　 1,000MPN/100mL以下

　適　　  1,000～50,000MPN/100mL

　不適　 50,000MPN/100mLを超えるもの
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３．水浴場水質判定基準の見直し方針
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水浴場水質判定基準の見直しに向けた検討会

◼ 水浴場水質判定基準の見直しについて、「生活環境項目環境基準の見直し等に関する検討会」に
おいて検討を行った。

委員名 所属・役職

片山  浩之 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 教授

佐野  大輔 東北大学大学院工学研究科土木工学専攻 教授

島﨑  大 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 上下水道研究部 
浄水処理研究室長 

（座長）田中  宏明 京都大学 名誉教授・信州大学工学部 特任教授 

  原本  英司 山梨大学国際流域環境研究センター 教授 

渡部  徹 山形大学農学部食料生命環境学科 教授

生活環境項目環境基準の見直し等に関する検討会 委員名簿 (開催実績)

令和６年度：令和７年３月７日

令和７年度：令和８年３月２日

※所属は令和８年３月時点
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水浴場水質判定基準項目の見直し方針

◼ 「ふん便性大腸菌群数」を「大腸菌数」に見直す

◼ CODは削除する

• 令和３年度の生活環境項目環境基準改正で大腸菌群数を大腸菌数に変更したことを受け、従前の項目であるふん

便性大腸菌群数を、より正確にふん便汚染を示す項目である大腸菌数に改正する。

• 大腸菌数の判定は、同一水浴場に関して得た測定値の最大値により行い、大腸菌数300CFU/100mL以下で水

浴「適」とする。

（CFU：Colony Forming Unitの略。微生物が培地上で 「コロニー(集落)」を作った数⇒大腸菌数（生菌数））

次の理由によりCODは削除する。ただし、自治体が自主的に測定することを妨げるものではない。

• CODは有機物の指標のためふん便由来の汚染や病原微生物の存在を直接的に示すものではなく、衛生的なリスク

との関連性が高くないこと。

• 諸外国での水浴またはレクリエーション用途に係る基準では、「大腸菌数」を採用しているものが多く、「COD、

BOD」を対象としているものは少ないこと。

➢ 我が国でも、環境基準告示別表にある各類型から「水浴」の利用用途を除外し、「水浴」については「大腸菌

数」のみを適用した。



9

大腸菌数の水浴場水質判定基準値の設定経緯

• 大腸菌数の水浴場水質判定基準値は、米国環境保護庁（USEPA）2012年 Recreational Water Quality 

Criteria（以下「米国水浴水質基準」という。）でとりまとめられている疫学調査の大腸菌数と罹患者数の関係を参

考として検討するものとした。

• 表1に示された大腸菌基準値の統計的閾値 320CFU/100mLを参考として、より望ましい水質という観点から、基

準値は300CFU/100mL以下とする。

表1 2012年米国水浴水質基準

GM STV GM STV

幾何平均値 統計的閾値 幾何平均値 統計的閾値

(cfu/100mL)注１ (cfu/100mL)注１ (cfu/100mL)注１ (cfu/100mL)注１

腸球菌－

海域と淡水域
35 130 30 110

大腸菌－

淡水域
126 410 100 320

Duration and Frequency（期間と頻度）:

いかなる30日間での幾何平均値も上記の幾何平均クライテリア値より小さくなければならない。同じ30日間において上記の

統計的閾値の超過頻度が10%を超えてはならない。

注1）EPAは腸球菌の計測にはEPA Method 1600を、大腸菌の計測にはEPA Method 1603を用いることを推

奨。出典： Recreational Water Quality Criteria, EPA, 2012

Criteria

Elements

Estimated Illness Rate (NGI): 36 per

1,000 primary contact recreators

又は

Estimated Illness Rate (NGI): 32 per

1,000 primary contact recreators

推定罹患率が水浴者1,000人当たり36人 推定罹患率が水浴者1,000人当たり32人

Magnitude 　数値 Magnitude　数値

指標

又は
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水浴場水質判定基準の見直し

（注）※1: 大腸菌数の判定は、同一水浴場に関して得た測定値の最大値による。ただし、最大値が300CFU/100mLを超過した場合においても、
同一水浴場で複数回調査を実施した結果の幾何平均値が100CFU/100mL以下であれば水質Ｃ「可」とする。なお、幾何平均値を求める際に、
個別の測定値が報告下限値未満の場合については、報告下限値の数値として取扱い、幾何平均値を計算する。

   ※2: 透明度の判定は、同一水浴場に関して得た測定値の平均による。
         ※3: 透明度（※3の部分）に関しては、砂の巻き上げによる原因は評価の対象外とすることができる。

区分 項目 大腸菌数 ※1 油膜の有無 COD 透明度 ※2

適 水質ＡＡ 20CFU/100mL以下 油膜が認められない 全透（または1m以上）

水質Ａ 100CFU/100mL以下 油膜が認められない 全透（または1m以上）

水質Ｂ 300CFU/100mL以下 常時は油膜が認められない 1m未満～50cm以上

可 水質Ｃ 最大値 300CFU/100mLを超えるもの かつ
幾何平均値 100CFU/100mL以下 常時は油膜が認められない 1m未満～50cm以上

不適 最大値 300CFU/100mLを超えるもの かつ
幾何平均値 100CFU/100mLを超えるもの 常時油膜が認められる 50cm未満 ※3

◼ 現行の水質判定基準と見直し

区分 項目 ふん便性大腸菌数 油膜の有無 COD 透明度

適

水質AA
不検出（検出限界 2個/100mL） 油膜が認められない

2mg/L以下
（湖沼は3mg/L以下）

全透（または1m以上）

水質A
100個/100mL以下 油膜が認められない

2mg/L以下
（湖沼は3mg/L以下）

全透（または1m以上）

可
水質B 400個/100mL以下 常時は油膜が認められない 5mg/L以下 1m未満～50cm以上

水質C 1,000個100mL以下 常時は油膜が認められない 8mg/L以下 1m未満～50cm以上

不適 1,000個/100mLを超えるもの 常時油膜が認められる 8mg/L超 50cm未満 ＊

（注）・判定は、同一水浴場に関して得た測定値の平均による。 
   ・「不検出」とは、平均値が検出限界未満のことをいう。

 ・COD測定は日本産業規格K0102の17に定める方法（酸性法）による。
 ・透明度（＊の部分）に関しては、砂の巻き上げによる原因は評価の対象外とすることができる。

現
行

見
直
し
後
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４．大腸菌数の水浴場水質判定基準値
の設定経緯
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大腸菌数の水浴場水質判定基準値の設定経緯

◼ 水質調査の実施方法（現行通り）

◼ 評価方法

• 原則として、水浴場に係る開設前の調査については、毎年度4月から5月の間に行う。

• 調査回数は、２日以上で１日２回（午前及び午後）、測定すること。

• 調査は降雨時を避けて行うことが適当である。

• 調査対象の水浴場は、海水浴場だけでなく、湖沼及び河川の水浴場についても対象とする。

• 水浴場開設中の調査は、各自治体において必要に応じて実施する。

• 大腸菌数の判定は、同一水浴場に関して得た測定値の最大値により行う。

• ただし、最大値が300CFU/100mLを超過した場合においても、同一水浴場で複数回実施した結果の幾何平均値

が100CFU/100mL以下であれば、水質C「可」とする。

• なお、幾何平均値を求める際に、個別の測定値が報告下限値未満の場合については、報告下限値の数値として取

扱い、幾何平均値を計算する。
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大腸菌数の水浴場水質判定基準値の設定経緯

◼ 適：水質AA ＜最大値 20CFU/100mL以下＞

◼ 適：水質Ａ ＜最大値 100CFU/100mL以下＞

• 環境基準のAA類型の基準値と同等であり、自然環境保全の観点から人為的なふん便汚染が極めて少ない地点の
大腸菌数の実態から導出された値を適用した。

• 参考として、環境基準AA類型の基準値導出根拠を以下に示す。

• 水浴場の大腸菌数の実態調査結果から、達成率が厳しい河川の水浴場の90％程度が達成できる大腸菌数の
オーダーを目安に設定した。

• 2012年米国水浴水質基準を参考に設定した。

図３ 人為的なふん便汚染が極めて少ない地点における
大腸菌数の年間 90%値の分布

図４ 自然公園に指定されている海域における
大腸菌数の年間 90%値の分布

●河川
人為的なふん便汚染が極めて少ない地点の大腸菌数の年間
90%値を参考に、河川・湖沼の自然環境保全利用を考慮さ
れている水域における大腸菌数の基準値を 20CFU／
100mL 以下とした。

●海域
「自然公園に指定されている水域であること」を満たす水域にお
ける、大腸菌数の測定値の年間 90%値を参考に、海域の
自然環境保全の利用目的を考慮している水域における大腸
菌数の基準値を 20CFU／100mL以下とした。
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大腸菌数の水浴場水質判定基準値の設定経緯

◼ 可：水質Ｃ ＜最大値 300CFU/100mLを超えるもの

 かつ 幾何平均値 100CFU/100mL以下＞

◼ 不適：＜最大値 300CFU/100mLを超えるもの

かつ 幾何平均値 100CFU/100mLを超えるもの>

• 最大値が判定基準値300CFU/100mLを超過した場合においても、米国水浴水質基準値の幾何平均値の

100CFU/100mL（表1）を参考に、同一水浴場で複数回実施した結果の幾何平均値が100CFU/100mL

以下であれば水質Ｃ「可」とする。

• 水質Ｃの区分で示した水浴利用に望ましいレベルの大腸菌数を超過しており、水浴利用に望ましいレベルには達し

ていない。

• 水浴について改善対策を要する場所とするが、水辺利用は差し支えないものとする。

• 2012年米国水浴水質基準の大腸菌基準値の統計的閾値 320CFU/100mLを参考として、より望ましい水質と

いう観点から、基準値を300CFU/100mL以下とする。

◼ 適：水質Ｂ ＜最大値 300CFU/100mL以下＞



15

大腸菌数の判定フロー図

水浴場（河川・湖沼・海域）

最大値
300CFU/100mL

以下

幾何平均値
100CFU/100mL

以下

適 不適

No

No

Yes

Yes

最大値
20CFU/100mL

以下

Yes

最大値
100CFU/100mL

以下

水質AA 水質B 水質C水質A

No

No

Yes

可
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５．水浴場水質判定基準の見直し
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水浴場水質判定基準の見直し

１．「判定基準」については、以下の表に基づき次のとおりとする。
(1)大腸菌数、油膜の有無又は透明度のいずれかの項目が、表の「不適」に該当する水浴場を、「不適」な水浴場とする。
(2)表の「不適」に該当しない水浴場について、大腸菌数、油膜の有無及び透明度の項目ごとに、「水質ＡＡ」、「水質Ａ」、「水質Ｂ」又は、「水質Ｃ」の

判定を行い、これらの判定を踏まえ、以下により該当水浴場の水質判定を行う。
• 各項目の全てが「水質ＡＡ」である水浴場を「水質ＡＡ」とする。
• 各項目の全てが「水質Ａ」以上である水浴場を「水質Ａ」とする。
• 各項目の全てが「水質Ｂ」以上である水浴場を「水質Ｂ」とする。
• これら以外のものを「水質Ｃ」とする。

また、この判定により「水質ＡＡ」、「水質Ａ」又は「水質Ｂ」となった水浴場を「適」、「水質Ｃ」となった水浴場を「可」とする。

（注）※1: 大腸菌数の判定は、同一水浴場に関して得た測定値の最大値による。ただし、最大値が300CFU/100mLを超過した場合においても、
同一水浴場で複数回調査を実施した結果の幾何平均値が100CFU/100mL以下であれば水質Ｃ「可」とする。なお、幾何平均値を求める際に、
個別の測定値が報告下限値未満の場合については、報告下限値の数値として取扱い、幾何平均値を計算する。

   ※2: 透明度の判定は、同一水浴場に関して得た測定値の平均による。
         ※3: 透明度（※3の部分）に関しては、砂の巻き上げによる原因は評価の対象外とすることができる。

項目
区分 大腸菌数 ※1 油膜の有無 透明度 ※2

適

水質ＡＡ 20CFU/100mL以下 油膜が認められない 全透（または1m以上）

水質Ａ 100CFU/100mL以下 油膜が認められない 全透（または1m以上）

水質Ｂ 300CFU/100mL以下 常時は油膜が認められない 1m未満～50cm以上

可 水質Ｃ
最大値 300CFU/100mLを超えるもの かつ
幾何平均値 100CF/100mL以下

常時は油膜が認められない 1m未満～50cm以上

不適
最大値 300CFU/100mLを超えるもの かつ
幾何平均値 100CFU/100mLを超えるもの

常時油膜が認められる 50cm未満 ※3

測定方法 日本産業規格K0102-5 5.6.2（規格
K0102-5 5.6.2.7は除く。）に定める方法

目視による観察 付表に定める方法

２．「改善対策を要するもの」については、次の(1)または(2)のいずれかに該当する水浴場とする。
(1) 「水質C」と判定されたもの。
(2) 油膜が認められたもの。
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６．おわりに
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おわりに

⚫  今般の水浴場水質判定基準の見直しにより、ふん便汚染の指標性が高い大腸菌数
に見直すことで、より的確にふん便汚染を捉えられるようになると考えられる。

⚫ 今後は、水浴場のより安全な運用に向けて、大腸菌数の検出状況を注視するとともに、
原虫やウイルス等に関する新たな知見の収集を行う等、より適切な衛生微生物指標や
その測定方法等に関する知見の集積に努めることが重要である。
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【参考資料】
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＜参考＞水浴場の大腸菌数の実態

◼ 水浴場の大腸菌数の実態調査結果

河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域

水質AA 20CFU/100mL以下 0 2 10 0 2 48 1 0 9 4 19 21 1 2 22 6 25 110

水質A 20超過100CFU/100mL以下 1 0 0 0 0 3 1 0 0 6 3 4 5 1 1 13 4 8

水質B 100超過300CFU/100mL以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 2 1 1

水質C 300CFU/100mL超過 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1

小計 1 2 10 0 2 51 2 0 9 11 23 26 8 3 24 22 30 120

合計 172

区分

基準値（案)
[最大値]
大腸菌数

（CFU/100mL）

対象水浴場数

H24実施地点 H25実施地点 R3実施地点 R4実施地点 R5実施地点 総実施数

13 53 11 60 35

河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域 河川 湖沼 海域

水質AA 20CFU/100mL以下 6 25 110 27.3 83.3 91.7 27.3 83.3 91.7

水質A 20超過100CFU/100mL以下 13 4 8 59.1 13.3 6.7 86.4 96.7 98.3

水質B 100超過300CFU/100mL以下 2 1 1 9.1 3.3 0.8 95.5 100.0 99.2

水質C 300CFU/100mL超過 1 0 1 4.5 0.0 0.8 100.0 100.0 100.0

合計 22 30 120 100 100 100 - - -

区分

基準値（案)
[最大値]
大腸菌数

（CFU/100mL）

対象水浴場数 推定達成率
（％）

累積推定達成率
（％）総実施数
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